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摂取脂肪の違いによる血漿のコレステロールと遊離アミノ酸組成の変動

郡山女大短大C)水野時子、郡山女大家政山田幸二

　(目的)ifil漿コレステロール(Chol)は、摂取タンパク質の違いやタンパク質への特定のア

ミノ酸添加で変動する事力恂】られている。また、摂取タンパク質による血漿Choiの変動と
血漿遊離アミノ酸との関連1生を指摘した報告もある。しかし、摂取脂肪の違いによる血漿
Choiの変動と血既遊離アミノ酸組成との関連で検討した報告は少ない。そこで本研究は、

脂肪察組成の異なる油脂摂取による血漿Choiの変動と血漿遊離アミノ酸組成の変動を明ら
かにするため、カゼイン含量の異なる飼料(lOXと20!)条件で検討した。

　(方法)実験動物には４週齢で体重約lOOgの'Wistar系雄ラットを各群5頭用いた。試験飼

料は、Choiを含む10％カゼイン飼料、20％カゼイン飼料とした。脂肪源にはパルミチン酸
とオレイン酸の多いラード、オレイン酸の多いオリーブ油、リノール債の多い紅花油、α

－リノレン酸の多いしそ油を用いた。飼育は午後5時から翌日の午前8時まで飼料を給与
し行った。なお、飼料給与中は晰豚で飼育した。飼育試験終了後、血漿と肝臓の脂質、血
漿遊離アミノ酸を測定した。

　(結果)成長量は、ラード群に比ベオリーブ油群で少なかった。飼料摂取量は各群間に差
はなかった。血漿Choiはカゼイン含量の違いに関係なく、ラード群、オリーブ油群に比べ

紅花油群、しそ油群で上昇が抑制された。HDL-Cholは、オリーブ油群に対して紅花油群で
高い{直であった。血漿トリグリセリドは、しそ油群で特異的に低下した。血漿の必須遊離
アミノ酸総量、非必須遊離アミノ酸総量は各群間で差はなかった。しかし、血漿中グリシ

ンはカゼインの含量に関係なく、ラード群、オリーブ油群に比ぺ紅花油群、しそ油群で高
い値を示した。
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高脂肪食飼育ラットの脂質代謝におよぽすカルニチンの影響

　　　　　　名古屋女大家政　　　谷　由美子　○辻原命子

　　目的　カルニチンは脂肪蓄偵を抑制し．トリグリセリドを低下させるという報告がある．

　そこで私達は，高脂肪食にカルニチンを添加した場合，および運動を負荷した場合の減量

　効果と脂質代謝改善効果を検討するとともに，カルニチンt量の高いウマ心臓利用の方法

　としてカルニチン含有ペプチドを調製し脂質代謝への作用を比較検討した．

　　方法　8週齢Uislar雄ラット24匹を対照群．カルニチン投与群(C群) .カルニチン投

　与運動負荷群（E群）.ウマ心臓由来ペプチド投与群（p群）の4群に分け各6匹ずつと

　し，ラード20,コレステロール1.コール酸NaO.25%を含む高脂肪食を4週間投与し，後半

　2週間にC群とE群にカルニチンを投与（lOOiiig/匹／日）し. E群には回転車付きゲージ

　で自由運動を負荷し. p群にはウマ心臓由来ペプチド（カルニチンとしてlOOmg/匹／日）

　を添加した. 飼育終了後一夜絶食させ．解剖採血し，血清コレステロール(T-chOl.HDL

　-Choi).中性脂肪(TG). IBA値. 遊離脂肪酸(NEFA).ケトン体.肝臓の総脂質（TL）,コレ

　ステロール(T-chol), TG<t5よびTBAitbそして肝臓と心臓の総カルニチン星を測定した．

　　結果　対照群に比べc群.ﾄ）群とも血清T-chol.TG. TBA値および肝TBA 値が低下した．

　C群はケトン体の増加，肝TLの減少がみられたのに対してP群は体脂肪の著しい減少と肝

　TGの減少が魂められた. E肛は休脂肪．血楠T-chol,TG. TBA値および肝臓脂質の減少と

　NEFA.ケトン体の増加がみられた．カルニチン添加による脂質の酸化匁進や･血清および肝

　TGの低下は連iiJ負荷でさらに増幅され，脂質代謝の改善効果が認められた.
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